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治
タイプライタ
特有財産の返還

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１つう
住民票　各１通、財産目録、不動産登記簿謄本

治
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東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
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治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
タナカ　ハマコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
自営業
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治
タイプライタ
１　相手方は、申立人に対し、別紙物件目録記載の特有財産を返還せよ。
２　前項の特有財産が返還不能の場合には、相手方は、申立人に対し、賠
償金として金＊＊万円を支払う。
との調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に、相手方の浮気と暴力
が原因で協議離婚をしました。
２　離婚の際、申立人が結婚したときに持参した別紙物件目録記載の物件
を返還して欲しいと言ったところ、相手方は、１ヶ月以内に引き渡すと約
束してくれました。しかし、未だに返還してくれていません。何度も催促
していますが、居留守を使ったり、都合が悪いなど返還してくれません。
３　私も生活していくうえで、必要な物ですので、早急に返還してほしい
ので、申立ての趣旨記載のとおり、調停を求めます。
（別紙物件目録）




